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ほ
っ
と
一
息
私
の
時
間

「
子
ど
も
の
睡
眠
♡
私
の
安
眠
」

「
リ
ラ
ッ
ク
ス
呼
吸
法
と

リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
、
健
康
力
ア
ッ
プ
」

男
女
共
同
参
画
助
成
事
業

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講
座

「
見
つ
け
よ
う
！ 

自
分
色
」

　

奇
数
月
の
第
３
水
曜
日
の
午
前
中
に
開
催

す
る
「
ほ
っ
と
一
息
私
の
時
間
」。
1
月
は

夜
泣
き
専
門
保
育
士
の
清
水
悦
子
さ
ん
を

リ
ー
ダ
ー
に
お
迎
え
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
眠
り

と
夜
泣
き
の
改
善
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
は
お
子
さ
ん
の
壮
絶
な
夜
泣
き

に
困
り
、
そ
こ
か
ら
「
夜
泣
き
」
の
研
究
を

始
め
た
そ
う
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
眠
り
を
保

つ
た
め
に
、
朝
昼
は
明
る
く
に
ぎ
や
か
に
、

夜
は
暗
く
静
か
に
し
て
赤
ち
ゃ
ん
の
体
内
時

計
を
整
え
る
こ
と
や
授
乳
リ
ズ
ム
の
こ
と
、

ま
た
、
寝
か
し
つ
け
の
方
法
を
変
え
て
み
る

こ
と
や
、
赤
ち
ゃ
ん
の
眠
り
を
邪
魔
し
な
い

親
の
関
わ
り
方
な
ど
、
親
の
負
担
に
も
配
慮

し
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
睡
眠
を
も

う
一
度
見
直
し
、
笑
顔
の
多
い
子
ど
も
に
育

て
た
い
と
思
い
ま
し
た
」、「
自
分
の
子
ど
も

だ
け
が
夜
泣
き
が
大
変
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
気
分
が
変
わ
り
ま
し
た
」
な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
託
児
つ
き

の
講
座
に
つ
い
て
は
「
少
し
子
ど
も
と
距
離

を
置
い
た
ほ
う
が
、
子
ど
も
と
の
仲
も
保
て

ま
す
」
な
ど
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
年
3
月
1
日
か
ら
3
月
8
日
は
「
女
性

の
健
康
週
間
」
で
す
。
ブ
ー
ケ
21
で
は
、
こ

れ
に
先
立
ち
、2
月
13
日
（
水
）と
23
日（
土
）

の
両
日
、
メ
ノ
ポ
ー
ズ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ア

ル
フ
ァ
ビ
ク
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
養
成
講
師
の
古

谷
寿
美
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
呼
吸
法

と
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
法
に
つ
い
て
の
講
座

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少
に
よ
る

心
と
身
体
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
更
年
期
は
特
別
の
も
の
で
は
な

く
、
思
春
期
と
同
じ
よ
う
に
誰
に
で
も
お
と

ず
れ
る
も
の
で
あ
り
、
き
ち
ん
と
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

続
い
て
、
呼
吸
法
と
ボ
デ
ィ
ケ
ア
を
実
践

し
ま
し
た
。呼
吸
法
は
両
手
で
胸
郭
を
包
み
、

ゆ
っ
く
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
腹
式
呼
吸

を
意
識
し
、
鼻
か
ら
吸
っ
て
口
か
ら
吐
い
て

い
き
ま
す
。
ボ
デ
ィ
ケ
ア
で
は
、
鎖
骨
か
ら

首
筋
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
し
ま
し
た
。
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
簡
単
な
ボ
デ
ィ
ケ
ア
で
も

す
っ
き
り
と
身
体
が
軽
く
な
り
温
ま
っ
た
よ

う
で
し
た
。

　

暮
ら
し
の
中
に
ボ
デ
ィ
ケ
ア
を
取
り
入
れ

る
こ
と
の
大
切
さ
、
楽

し
さ
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

2
月
16
日
（
土
）、
中
央
区
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
主
催
に
よ
る
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
１
万

人
以
上
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
診
断
を
さ
れ

て
き
た
有
限
会
社
エ
ク
リ
ュ
代
表
取
締
役
の

西
川
礼
子
さ
ん
で
す
。
60
名
を
超
え
る
参
加

者
が
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

講
座
は
「
好
き
な
色
と
似
合
う
色
は
違
い

ま
す
。」
と
い
う
言
葉
で
始
ま
り
ま
し
た
。

似
合
う
色
は
、
他
人
か
ら
見
た
と
き
に
そ
の

人
が
い
き
い
き
と
健
康
的
に
美
し
く
輝
い
て

見
え
る
色
だ
そ
う
で
す
。
4
つ
に
分
け
ら
れ

た
色
の
タ
イ
プ
か
ら
、
そ
の
人
の
肌
の
色
、

目
の
色
、
髪
の
色
に
一
番
似
合
う
色
の
タ
イ

プ
を
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。
実
際
に
会
場
の

中
か
ら
3
名
の
女
性
と
１
名
の
男
性
に
出
て

い
た
だ
き
、
色
を
顔
に
あ
て
な
が
ら
、
同
じ

赤
や
緑
で
も
黄
が
入
っ
た
タ
イ
プ
と
青
が

入
っ
た
タ
イ
プ
で
は
ま
っ
た
く
印
象
が
違
う

こ
と
を
実
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
色
は
今
日
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
選
ん
だ
色
に
よ
っ
て
印
象
が
変
わ

り
ま
す
。
色
を
変
え
る
と
人
生
を
変
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。」
と

い
う
エ
ー
ル
を
い
た
だ

い
て
講
座
は
終
わ
り
ま

し
た
。
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●「
ブ
ー
ケ
21
」で
は
、、
1
階
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
区
主
催
の
講
座
や
講
演
会
開
催
前
に
、
参
加
者
に
く
つ
ろ
い
で
も
ら
う
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ピ
ア
ノ
演
奏
を
し
て
く

れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
演
奏
時
間
は
10
分
程
度
で
す
。
詳
し
く
は
下
記
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

清水悦子さん

西川礼子さん

古谷寿美さん

　

今
年
、
第
12
回
を
迎
え
る
中
央
区
ブ
ー
ケ

祭
り
の
開
催
に
向
け
て
、
2
月
7
日
に
第
1

回
実
行
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
長
に

は
岸
本
裕
子
さ
ん
（
東
京
建
築
士
会
女
性
委

員
会
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
参
加
団
体
は
34
団
体（
予
定
）。

開
催
日
は
6
月
21
日
（
金
）、
22
日
（
土
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
熱
い
中
央
区

ブ
ー
ケ
祭
り
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。　

　

皆
さ
ん
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
お
け
る
女

性
作
曲
家
を
ご
存
知
で
す
か
。
今
回
ブ
ー
ケ

21
で
は
、
国
立
音
楽
大
学
名
誉
教
授
の
小
林

緑
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
女
性
作
曲
家
の
活

動
や
作
品
に
つ
い
て
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
の
作
品
の
解
説
を
交
え
な

が
ら
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
に

曲
を
奏
で
て
も
ら
い
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
を
聴
き
な
が
ら
、
ブ
ー
ケ
21
で
素
敵
な
午

後
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時 

3
月
23
日
（
土
）

 

午
後
2
時
〜
午
後
4
時
20
分

●
場
所 

女
性
セ
ン
タ
ー
「
ブ
ー
ケ
21
」

●
講
師 

小
林
緑
さ
ん
（
講
義
・
解
説
）

 

佐
々
木
祐
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

 

上
野
真
理
さ
ん
（
バ
イ
オ
リ
ン
）

● 

対
象 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
の
方

（
優
先
）、
そ
の
他
関
心
の
あ
る
方

●
定
員 

30
名
（
先
着
順
）

●
費
用 

無
料

男
女
共
同
参
画
講
座

ブ
ー
ケ
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
♪

　
　
〜
女
性
作
曲
家
に
魅
せ
ら
れ
て
〜

報  告　

昨
年
11
月
29
日
（
木
）、
区
役
所
8

階
大
会
議
室
で
、
経
営
者
、
人
事
労
務

担
当
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
初
に
デ
ー
タ
を
用
い
、
自
殺
者
が

1
9
9
8
年
か
ら
14
年
連
続
で
3
万

人
を
超
え
て
い
る
こ
と
、
自
殺
者
割
合

は
高
齢
者
が
多
か
っ
た
60
年
前
と
比
べ

て
、
特
に
男
性
で
は
40
代
、
50
代
の
働

き
盛
り
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
女
性
の
社
会
参

加
が
進
む
中
で
、
女
性
の
自
殺
の
年
齢

構
成
も
男
性
型

に
移
行
し
て
い

く
か
も
し
れ
な

い
と
の
こ
と
で

す
。

　

ま
た
、
自
殺

と
心
の
病
の
関

係
性
に
つ
い
て

は
、
自
殺
者
の
う

ち
、
う
つ
病
、
う

つ
状
態
と
い
っ

た
精
神
的
な
問

中
央
区
・
東
京
商
工
会
議
所
中
央
支
部
主
催

職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　  

講
師
　 

医
学
博
士・
日
本
医
師
会
認
定
産
業
医・
精
神
科
専
門
医
　

織
田
健
司
さ
ん
（
東
京
海
上
日
動
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
）

　
「
ブ
ー
ケ
21
」
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の

推
進
を
め
ざ
し
て
活
動
す
る
団
体
の
施
設
利

用
を
支
援
す
る
た
め
、
登
録
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

団
体
の
登
録
を
す
る
と
、
2
か
月
前
か
ら

の
施
設
利
用
申
込
み
が
可
能
と
な
り
、
利
用

料
金
が
7
割
減
額
さ
れ
ま
す
。
登
録
要
件
・

登
録
方
法
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

登
録
要
件

・
構
成
員
の
7
割
以
上
が
中
央
区
在
住
・
在

勤
者
で
あ
る
こ
と

・
構
成
員
が
5
名
以
上
で
あ
る
こ
と

・
構
成
員
の
半
数
以
上
が
女
性
で
あ
る
こ
と

・
団
体
の
代
表
者
が
中
央
区
在
住
・
在
勤
者

で
あ
る
こ
と

・
団
体
と
し
て
の
規
約
（
会
則
）
と
活
動
計

画
を
有
す
る
こ
と

登
録
方
法

　

団
体
登
録
申
請
書
、
規
約
（
会
則
）、
会

員
名
簿
、活
動
計
画
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

女
性
セ
ン
タ
ー
「
ブ
ー
ケ
21
」

登
録
団
体
の
募
集

中
央
区
ブ
ー
ケ
祭
り
実
行
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

募 集報 告

題
が
あ
っ
た
割
合
は
6
～
8
割
だ
と
言

わ
れ
て
お
り
、
自
殺
前
に
精
神
科
な
ど

の
医
療
機
関
を
受
診
し
な
か
っ
た
人
が

8
割
い
る
こ
と
、
2
0
0
8
年
の
患

者
調
査
で
は
、
気
分
障
害
で
医
療
機
関

を
受
診
し
た
人
が
1
0
4
・
1
万
人

と
1
0
0
万
人
を
超
え
て
お
り
、
10

年
前
と
比
べ
る
と
3
倍
弱
の
人
が
精
神

科
等
を
受
診
し
て
年
々
増
加
し
て
い
る

と
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

　

過
労
と
う
つ
病
、
過
労
と
自
殺
は
会

社
の
責
任
が
問
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
て

お
り
、
労
災
の
申
請
や
労
災
と
し
て
認

め
ら
れ
る
件
数
は
3
年
連
続
で
過
去
最

多
を
更
新
し
て
お
り
、
2
0
1
1
年
は

1
2
7
2
人
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
企
業
に
は
生
命
及

び
健
康
を
危
険
か
ら
保
護
す
る
よ
う
配

慮
す
べ
き
義
務
（
安
全
配
慮
義
務
）
が

あ
る
こ
と
や
、
厚
生
労
働
省
か
ら
「
事

業
場
に
お
け
る
労
働
者
の
心
の
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
指
針
」
と
し
て
4
つ
の

ケ
ア
（
セ
ル
フ
ケ
ア
、
ラ
イ
ン
に
よ
る

ケ
ア
、
事
業
場
内
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ

な
ど
に
よ
る
ケ
ア
、
事
業
場
外
資
源
に

よ
る
ケ
ア
）
を

推
進
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
労

働
安
全
衛
生
法

の
改
正
案
と
し
て
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

テ
ス
ト
を
事
業
者
と
従
業
者
に
義
務
付

け
る
動
き
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

経
営
者
や
管
理
監
督
者
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
期
待
さ
れ
る

こ
と
は
、
職
場
環
境
の
改
善
や
部
下
へ

の
配
慮
と
相
談
対
応
を
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス

タ
イ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
ほ
め
方
、
叱
り

方
（
指
導
の
仕
方
）
を
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は

相
手
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
自
分
の
こ
と

も
し
っ
か
り
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

も
し
部
下
や
周
囲
の
人
が
う
つ
病
に

な
っ
た
場
合
、
安
易
な
励
ま
し
や
批
判

を
避
け
る
こ
と
や
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
は
、
よ
く
相
手
の
話
に
耳

を
傾
け
る
「
傾
聴
」
の
姿
勢
が
大
事
で

あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
産
業
医
な
ど

専
門
家
に
相
談
を
勧
め
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

（
文
責　

ブ
ー
ケ
21
）
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▲

昨年3月に、ブーケ21で講演をお願いした村
上誠二さんが事務局長を務める長洞元気村から、
お便りが届きました。長洞元気村は、東日本大
震災で被災した陸前高田市の小さな漁村集落で、
集落の半分が津波に流され、26軒ほどが生活し
ている仮設住宅の名称です。お便りは、集落の女
性たちが中心になって、わかめや貝類などの水
産加工場を作ろうとしていること、そのための資
金の一部にするため、応援団になってほしい、と
いう内容でした。

▲

パソコンで作られた書類が
3枚ほど入っていましたが、その中に写っている
女性たちの笑顔に魅了されました。「長洞なでし
こ」というすてきな名前を名乗る彼女たちの顔は
輝いています。つらいこと、心配ごとが山のよう
にある仮設暮らしの中で、どうしてこんな素敵な
笑顔ができるのか―それは、自分たちの手で、
きっとこの漁村を復興していける、という自信の
表れではないか、と思いました。

▲

農業、漁業
など、第一次産業における女性の力はいまさらい
うまでもありませんが、復興に向けて、いまほど
男女共同参画の力が必要なときはないというこ
とも、明らかになっています。申し込み書類を記
入しながら、被災地の、復興への歩みが少しでも
順調であるように祈りました。 （松川淳子）

　デートDVとは、交際相手からの暴力をいいます。
　殴る、けるなどの身体的暴力だけでなく、人格を否定
するような暴言や交友関係を細かく監視するなどの精神
的暴力、性的な暴力などがあります。
　平成23年度の内閣府男女共同参画局の調査によると、
10歳代、20歳代のころに交際相手から暴力を受けたこ
とがある人は、女性で13.7％、男性で5.8％となってい
ます。とくに20歳代の女性は23.4％、30歳代の女性は
23.8％となっており、身近に起きている問題といえます。
　暴力と感じ、不安なことがあったら、一人で抱え込ま
ないで相談してください。

復興を進める
男女共同参画の力

中央区男女共同参画ニュース
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知っていますか？ デートDV

館 長
雑
記

女性センター「ブーケ21」へ来てみませんか？
女性センター「ブーケ21」は、男女共
同参画推進のための活動を支援し、一
人ひとりが自分らしく輝くことができる
中央区をめざす施設です。女性、男性、
どなたでもお気軽にお越しください。

〒 104-0043　東京都中央区湊一丁目 1番 1号
電話番号 03-5543-0651
ホームページ  http://bouquet21.genki365.net/
◆ 開館時間　午前 9時～午後 9時（12月 28日から

1月 4日までと臨時休館日を除く）
●東京メトロ日比谷線・JR京葉線
　八丁堀駅下車　A2・B3出口徒歩 3分
● 都バス「東 15」（深川車庫⇔東京駅八重洲口／豊
洲駅・明石町経由）

　鉄砲洲下車　徒歩 3分
● 江戸バス「南循環」鉄砲洲下車　徒歩 3分

デートDVに関する図書…
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女性センター
ブーケ 21

◆ 女性センター「ブーケ21」1階で、
閲覧や借りることができます。

『恋するまえに
デートDVしない・されない
10代のためのガイドブック』
バリーレビィ（著）
山口のり子ほか（翻訳）
梨の木舎

『デートDVと学校
“あした”がある』
高橋裕子（著）
エイデル研究所

『デートDVってなに?
 Q&A』
日本DV防止・情報センター（著）
解放出版社

中央区の相談窓口
●「ブーケ21」女性相談（女性センター）　☎ 03-5543-0653
面談相談（予約制）
毎月第1・5水曜日、第4火曜日　10時～16時
毎月第2火曜日、第3水曜日　15時30分～20時30分
※祝日・年末年始を除く　※託児付（要予約）
電話相談（予約不要） 
毎週月曜日　10時～16時　※祝日・年末年始を除く

●女性相談（子育て支援課）　☎ 03-3546-5350　
土日・祝日・年末年始を除く毎日　9時～17時

他の相談窓口
●東京ウィメンズプラザ
女性用 ☎ 03-5467-2455　年末年始を除く毎日　9時～ 21時
男性用 ☎ 03-3400-5313　毎週月曜日・水曜日　17時～ 20時
 ※祝日を除く

●東京都女性相談センター　☎ 03-5261-3110　
土日・祝日・年末年始を除く毎日　9時～20時　

●警視庁総合相談センター　☎ 03-3501-0110
土日・祝日・年末年始を除く毎日　8時30分～17時15分

夜間・緊急
●警察（事件発生時）　☎ 110番（24時間）

●東京都女性相談センター　☎ 03-5261-3911（夜間・休日のみ）

■身体的暴力：平手で打つ、髪を引っ張る、首をしめる、
物を投げつけるなど

■精神的暴力：大声でどなる、何を言っても無視して口
をきかない、実家や友人とつきあうのを制限したり
電話やメール、手紙を細かくチェックする、大切に
しているものを壊したり捨てたりするなど

■性的な暴力：見たくないのにポルノビデオやポルノ
雑誌を見せる、性行為を強要する、中絶を強要する、
避妊に協力しないなど

　暴力の例


